
 

１．千里の鳥・万博の鳥「チョウゲンボウ」   （野鳥写真 橋本昌宗）  

8 月定例探鳥会は中止したが、リーダーによるモ

ニタリングを 8/26 日実施した。連日暑い日が続い

ている中、季節を先取りし秋の渡り鳥のはしりと思

われるチョウゲンボウの幼鳥 2 羽を、EＸＰＯパビリ

オン周辺でゆっくり観察できた。 

チョウゲンボウはハト大（雄 33 ㎝～雌 39 ㎝）の

鳥。もともと山地の崖で繁殖していたが、最近は平

野部の建物を岩場に見立てて繁殖するようになり、

川べり周辺などで繁殖が拡大している鳥である。 

万博公園探鳥会でのチョウゲンボウ観察は、冬

鳥として数年に 1 回程度の稀な鳥であったが、ここ

数年は複数回の観察が記録されるようになった。

万博公園周辺の吹田市・豊中市でもチョウゲンボ

ウ観察例が増えており、吹田市では安威川沿いで

の観察例が多くなっていたが、冬 or 春秋の渡りの

季節で、繁殖期ではなかった。 

大阪府内で猛禽類の繁殖状況を調査・記録さ

れている大阪希少鳥類研究グループの報告によ

ると、チョウゲンボウ繁殖数は 2006 年に 1 番だった

が、2013 年に 4 番、2015 年に 12 か所と増えてい

ること、チョウゲンボウが増えている理由として、三

つの特徴が上げられている（★1）。 

第一は獲物の幅が広いことで、同属のハヤブサ

が鳥類中心であるのに対し、チョウゲンボウは昆

虫・小型爬虫類・小型哺乳類・鳥類と、魚類以外は

何でも食べることにある。第二は営巣場所、都会に

住むようになり人工建造物に隙間や穴が無限？に

あること、第三には他の猛禽類にはない集団営巣

(コロニー)を形成することができるので、番間に広

いテリトリーを必要としないことである。 

このように大阪近郊で増えているチョウゲンボウ、

日本全体で見ると、もともとは東日本で留鳥、西日

本で冬鳥であった（★3）。1970 年代は山地の崖に

営巣していたが，1990 年代以降は平地の都市部

にあるビルや橋などの人工物にも営巣するようにな

り、2010年代は近畿地方や中国地方にも営巣する

ようになったとのことで、大阪府の状況と一致して

いる。 

今回、EXPO パビリオンで観察した 2 羽のチョウ

ゲンボウ、建物や樹木に止まっていると、複数羽の

カラスに追いかけられ、ゆっくりできる状況でなかっ

た。万博公園外で生まれて、万博公園にきたため、

カラスの洗礼を受けていたと思われる。 

 

 

  
１―２．図鑑で見るチョウゲンボウ繁殖地の変遷 

①1957 年初版：保育社：原色鳥類図鑑：小林桂助    

   夏季は主として山地に生息し、高山帯にも出現する。最近本州中部以北で集団営巣地が発見され、

長野県十三崖は天然記念物に指定されている 

②1982 年初版：日本野鳥の会：フィールドガイド日本の野鳥：高野伸二 

     本州の川沿いや、海岸や山地の断崖で繁殖する。 

    (集団営巣地として長野県・山梨県・栃木県など、数カ所知られている。) 

2023 年 9 月 9 日（土） 
リーダー 田中宏・中筋好子・橋本昌宗・大矢麻由美 

  有賀憲介・平軍二（090-6901-1425） 

★文献１ 大阪希少鳥類研究グループ「希少鳥類生息調査報告報告 21」 2016 年度 

★文献２ 鳥類繁殖分布調査会「全国鳥類繁殖調査報告 2016-2021 年」2021 年 10 月 



③2000 年初版：平凡社：日本の野鳥 590：真木広造・大西敏一 

     平地から山地の崖や林で営巣するが、近年人工構造物での営巣が増えている。 

１－３．全国鳥類繁殖分布調査報告 2016-2021 年・チョウゲンボウ  

④1974 年～では山地の崖に営巣していたが，1997 年～は平地の都市部にあるビルや橋などの人工物に

も営巣するようになった。2016 年～は近畿地方や中国地方でも繁殖が確認された。  

２．８月 26 日モニタリング結果報告より  （野鳥写真 橋本昌宗）   

トピックスは、２羽のチョウゲンボウ、EXPO’70 パビリオン周辺で、多数のカラスに追われながらも飛び回っ

た。建物や付近の木に休んでもすぐ追われるものの、パビリオン周辺を行ったり来たり、時にはチョウゲンボ

ウ特有のホバリングもしながら、飛び回った。 小鳥類もメジロ(36 羽)・エナガ(31 羽)・カワラヒワ(21 羽)などの

個体数が多く、ヤマガラがエゴノキの実をついばんでいる所もよく観察でき、トータル 26 種とまずまずだった。              

 ↑   エゴノキの実を咥えた ヤマガラ    ↑ 
↓ 巣材を咥えたキジバト           ↓ エナガ 



３．樹木伐採進行中 

（3-15～3-22） → 

 

  
 

← 3-2 希少植物の保全 
2022/7、万博公園にある希少植物を守って

ほしいと、緑整備部会（学者）、公園事務所

職員・工事計画業者に対しお声をかけし、希

少植物生育地見学会を開催した。 

2022/10 開催の緑整備部会において、確認

した希少植物（野草）の生育地が、「希少植

物が存在し環境保全が望まれるエリア」とし

て、右図に●で記載された。更に 2022/12、

2023/2 開催の緑整備部会では、希少植物

生育地を現状のまま守るとされていた。 

今回伐採地(3-22)にタシロラン群生地がある

が、どのように保全されるのか、確認していき

たい。 

 

これまで何回か説明しているように、万博

公園の樹木管理は 

 第 1 期 植えた木が育てる管理 

第 2 期 自立した森づくり 

（15X15m の人工ギャップ方式） 

 第 3 期 樹林タイプを決め健全な森づり 

と変遷してきた。 

今回の伐採範囲(3-15～3-22)は、黄色枠

で囲まれた保全・利用林とされている区域

である。 

 

上津道沿いの（3-15～3-22）の樹木伐

採が行われた。外来種であるメタセコ

イアなども残され、残された本数が多

いが、これまで見えなかった中津道沿

いの「もみの池」「自然観察学習館」が

見える。 

万博公園にキジがいなくなった理由は

「木々が育って草原が無くなったため」と

わかったが、その後も上津道・中津道間

の樹林の生長で、観察できる小鳥が少

なくなっていた。今回の「保全・利用林」

の広い範囲での樹木伐採により、小鳥

類が増えることを期待したい。 



４．万博公園探鳥会観察種 チェックリスト 
 

次回 10 月 14 月（土） 9：30 自然文化園中央口 

日本野鳥の会 HP より fomuzs 方式でお申し込みお願いします。 

（支部 HP の利用が難しい方は、平あてにメール （g-hira@nifty.com）  or 電話（090-6901-1425）で連絡下さい 

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

27 10 8 12 10 29 11 11 8 13 10 8 26 9 14 11 27 10 8 12 10 29 11 11 8 13 10 8 26 9 14 11

1 24 オシドリ 7 9 52 463 ヒヨドリ 9 11 43 27 42 60 31 30 4 15 8 12 18

2 26 オカヨシガモ 53 464 ウグイス 1 1 1 2 2 5 7 8 6 8
3 27 ヨシガモ 1 54 465 ヤブサメ
4 28 ヒドリガモ 55 466 エナガ 7 2 27 10 6 18 10 4 31

5 30 マガモ 1 56 477 メボソムシクイ
6 32 カルガモ 7 8 12 15 4 23 14 28 16 5 4 9 4 57 479 エゾムシクイ
7 35 オナガガモ 58 480 センダイムシクイ

8 38 コガモ 6 59 485 メジロ 19 29 17 11 26 30 5 7 5 23 18 26 36
9 42 ホシハジロ 60 492 オオヨシキリ

10 46 キンクロハジロ 2 61 501 ヒレンジャク
11 58 ミコアイサ 62 506 ムクドリ 2 2 1 1 37 5 1 2
12 62 カイツブリ 5 4 6 3 6 10 6 10 6 3 1 3 4 63 508 コムクドリ
13 74 キジバト 2 5 7 1 1 3 3 7 9 4 7 5 5 64 514 トラツグミ
14 78 アオバト 8 14 3 65 521 シロハラ 1 20 15 22 13
15 127 カワウ 3 3 3 2 3 2 5 13 9 13 14 1 3 66 522 アカハラ
16 139 ゴイサギ 1 67 525 ツグミ 6 134 49 62 29
17 144 アオサギ 2 2 1 4 2 2 2 2 1 4 1 1 1 68 530 コマドリ
18 146 ダイサギ 1 1 69 536 ルリビタキ 1 1 3 1
19 148 コサギ 1 2 2 2 70 540 ジョウビタキ 3 6 3 5 3 1
20 174 バン 2 2 2 1 71 542 ノビタキ
21 175 オオバン 1 72 549 イソヒヨドリ 2 2 1
22 187 ツツドリ 73 552 エゾビタキ 3
23 192 アマツバメ 74 554 コサメビタキ 4 8 1
24 195 ケリ 75 558 キビタキ 2 1 2 3 1
25 202 イカルチドリ 76 561 オオルリ
26 203 コチドリ 77 568 ニュウナイスズメ 4
27 219 タシギ 1 78 569 スズメ 33 48 42 22 71 39 60 30 13 32 37 80 53
28 244 イソシギ 79 573 キセキレイ 1 4 1 4 2 1 1 1
29 286 ユリカモメ 80 574 ハクセキレイ 34 28 6 10 14 12 9 21 13 12 8 12 13
30 339 ミサゴ 81 575 セグロセキレイ 3 1 2 2 3 1
31 340 ハチクマ 1 82 580 ビンズイ 3
32 342 トビ 83 584 タヒバリ
33 354 ツミ 84 586 アトリ 43 48 65 40 11 44
34 355 ハイタカ 2 3 2 85 587 カワラヒワ 1 1 12 7 21 51 23 9 5 20 40 21
35 356 オオタカ 1 1 86 600 シメ 1 3
36 357 サシバ 1 87 602 イカル 1 2 1 4 2
37 358 ノスリ 1 1 88 610 ホオジロ
38 383 カワセミ 3 2 3 2 2 2 2 5 2 1 4 2 3 89 617 カシラダカ
39 388 アリスイ 1 90 624 アオジ 1 5 4 4 2
40 390 コゲラ 4 4 2 2 6 6 2 5 4 8 8 2 3 91 ドバト 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
41 401 チョウゲンボウ 1 1 2 92 ソウシチョウ
42 407 ハヤブサ 93 カッコウSP 3
43 412 サンショウクイ 94 ムシクイSP 1 1 2 1
44 418 サンコウチョウ 95 タカSP
45 420 モズ 7 1 4 3 2 3 96
46 435 ハシボソガラス 14 7 6 7 15 4 7 2 14 23 14 35 20 97
47 436 ハシブトガラス 33 54 43 73 54 71 89 71 21 13 36 33 42 98
48 442 ヤマガラ 11 13 11 6 12 7 3 2 10 5 3 6 28 26 30 28 34 32 31 31 32 23 26 24 26

49 445 シジュウカラ 14 23 20 12 15 21 13 18 12 29 16 31 11 219 260 289 279 373 565 443 399 306 268 235 328 289

50 457 ツバメ 4 1 7 1 12 34 10 14 3 曇晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 曇雨 曇雨 曇 曇雨 晴
51 459 コシアカツバメ 1 3 1 1 5 16 33 28 28 4 33 23 22 18 29 9 5

種　　名 種　　名

種類数（種）
個体数（羽）

天候

2022年 2023年 2022年 2023年

参加者数（人）


